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抄録：本稿は，OECD における Education2030 プロジェクトを整理した中で，VUCA(volatile, uncertain,complex, ambiguous)
「予測困難で不確実，複雑で曖昧」な時代の中に生きる子どもたちに必要な力としてエージェンシーの獲得が課題を取り

上げている。 
そこで，本報告では，能力としてのエージェンシーの獲得を目指し，学習活動を通してフロー体験をすることにより児

童のエンゲージメントの維持向上を図る授業実践を行なった。方法としては，授業の中でフロー体験を繰り返すことで，

学習の楽しさ・面白さ・喜びなどを感じ自信に繋がる授業を目指した授業を展開した。 
結果，授業においてフロー状態を体験することにより，児童のエンゲージメントの維持向上につながることが確認され

た。 
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Abstract: This paper summarizes the OECD's Education 2030 project and discusses the acquisition of agency as a necessary power 
for children living in an era of VUCA (volatile, uncertain, complex, ambiguous) has become an issue. Therefore, in this report, with 
the aim of acquiring agency as a skill, we conducted a classroom practice that aims to maintain and improve children's engagement 
by providing flow experiences through learning activities. As a method, by repeating flow experiences in class, we aimed to develop 
classes that would lead to students feeling the fun, interest, and joy of learning, which would lead to self-confidence. 
The results confirmed that experiencing a flow state in class led to maintaining and improving children's engagement. 
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Ⅰ．問題と目的 

 

１．生徒指導の目標と今日的課題 

社会の情報化とグローバル化がますます進む中，国際

情勢は急激に不安定な状態に陥り，これまで予測困難な

時代に入っていると言われる中で，現在では本当にそれ

を実感する状態となっている。この様な状態について，

白井（2020）は，OECD における Education2030 プロジェ

クトを整理した中で，VUCA(volatile, uncertain, complex, 
ambiguous の頭文字をとった言葉）で「予測困難で不確

実，複雑で曖昧」な時代となるという意味を紹介してい

る。具体的には，①Volatile（変化のしやすさ）は「技術

の発展など，我々を取りまく変化のスピードや範囲は，

常に加速している」こと，②Uncertain（不確実さ）は「物

事や状況が恒常的に変化し，将来何が起きるのかを予測

することも難しくなっていること」，③Complex（複雑さ）

意味の増加など，様々な物事が，単一の要因ではなく，

相互に絡み合っている多数の要因によって生じるため，

より複雑化したり，解決策を見つけるのが難しくなって

生じるため，④Ambiguous（曖昧さ）物事の意味や帰結が

曖昧になり，明快な意思決定を行うのが難しくなってい

ることである。  
このような予測困難な時代と言われる中で，今後の未

来を背負う子どもの状況として，自己に対する満足が低

いことが指摘されており，郭・田中・任・史（2018）が

古荘（2009）の「国際比較調査では日本のこども・若者

はアメリカ，中国，韓国などの子どもと比べて自己評価

が低く，自己肯定感も低いことが報告されている」との

指摘を紹介しながら，自己肯定感の低い子どもが増加

していることを述べている。さらに，河越・岡田(2015）

の「自己肯定感の低い子どもが学校や社会のなかでうま
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く適応できない傾向にあることが教育や医療の現場から

指摘されている」との指摘をあげ，自己肯定感の低い子

どもの増加から危惧されることを述べている。国立教育

政策研究所生徒指導研究センター（2009）の示した小中

学生の状況を具体的に示すと，自分に自信があると回答

した割合が平成 11 年と平成 18 年を比較すると小学生男

女とも低くなっている（図１）。 

また，内閣府（2014）の『平成 26 年版子ども・若者

白書』においては，子どもの自己肯定感が低い状況は青

年期への移行に伴い更に低下する傾向にあり，自分自身

に満足している割合は，スウェーデンとともに他国と比

較して低いことが示されている（図２）。 

この様に，小学生の段階からみられる自己肯定感の低

さが青年期にかけて更に低下する傾向があることを踏ま

えると，小学生の段階において，自己肯定感を高めるこ

とは喫緊の課題と言える。 

近年の社会状況と子どもの状況の中，OECD においても，

学習の枠組みとして示されたラーニングコンパスの中核

的概念としてエージェンシーが紹介されている（白井，

2020）。エージェンシーとは「変化を起こすために自分

で目標を設定し，振り返り，責任をもって行動する能力

(the capacity to set a goal, reflect and act responsibility to  
effect change)として定義されている（白井 2020）。 

一方，日本においては提要が改定され，生徒指導とは, 

児童生徒が社会の中で自分らしく生きることができる存

在へと，自発的・主体的に成長や発達する過程を支える

教育活動であることが示されている（生徒指導提要，

2022）。生徒指導は，児童生徒が自身を個性的存在とし

て認め，自己に内在しているよさや可能性に自ら気付き，

引き出し，伸ばすと同時に，社会生活で必要となる社会

的資質・能力を身に付けることを支える働き（機能）が

ある。これらは整理されており，学校教育における生徒

指導においては児童の自己指導能力の向上を目指すこと

になる。自己指導能力とは，児童生徒一人ひとりが，深

い自己理解に基づき，「何をしたいのか」，「何をする

べきか」，主体的に問題や課題を発見し，自己の目標を

選択・設定して，この目標の達成のため，自発的，自律

的，かつ，他者の主体性を尊重しながら，自らの行動を

決断し，実行する力である。（文部科学省，2022） 

 日本の生徒指導の機能と目的である自己指導能力とエ

ージェンシーの概念を照らし合わせると，非常に似てい

る部分が多く，白井（2020）の述べる 2030 年を目指す

児童生徒の在り方としてエージェンシーを取り上げ，エ

ージェンシーを育てるために生徒指導の機能を活用する

ことが有効だと考える。ただし，Skinner & Pitzer(2012)
によると，エージェンティックに活動する能力そのもの

を指しており，それを獲得するための関連ある概念とし

てエンゲージメント概念を紹介している。エンゲージメ

ントとは，主体的かつ積極的な関与の状態を示す概念で 

動機や認知の状態による行動や感情そのものを指してお

り，エージェンシーという能力を獲得するためにエンゲ

ージメントという心理的概念を用いることが有効だと考 

図１ 「自分に自信があるか」についての小中学生の回答  

（出典：国立教育政策研究所，2009 生徒指導資料第 1 集（改訂版）） 
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えられる。では，児童をエンゲージメントの状態にする

ための方法はどの様なものが考えられるだろうか。池田

（2023）は，エンゲージメントの状態を作り出すために

は，①自律神経をしっかり機能できる様にするリカバリ

ーと毎日の身体的・心理的・社会的な回復，②フロー体

験，③ポジティブ感情を上げている。フロー体験は，  
Csikszentmihalyi（1975）により提唱されたフロー理論に

基づくもので，情動面からアプローチした動機づけ理論

の代表例である。フローとは「一つの活動に没入してい

るので他の何ものも問題とならなくなる状態」と定義さ

れている（Csikszentmihalyi，1996)。フロー体験は，内発

的に動機づけられた自己の没入感覚をともなう楽しい経

験を指し，楽しい時間であり，時間を忘れ周りが気にな

らないほどの没入感が特徴である。学習や文化・スポー

ツ，係活動など学校生活でフロー体験を創出することが

可能であるため，エンゲージメント状態を教師が創出す

ることが可能だと考えられる。 

 授業におけるフロー体験創出に関連することとして，

山田・西村・池田・前田（2017）は，「有能感」「関係

性」「自律性」が，直接的もしくは間接的に「フロー体

験」へ正の影響を与えており，「有能感」と「関係性」

は直接的もしくは間接的に関連し，「自律性」は直接的

に「フロー体験」に関連するという仮説モデルを支持し

ている。基本的心理欲求尺度の下位尺度３因子に比較的

強い相関が見られることから，それぞれの因子が影響し

合い，欲求充足の度合いが高まることを指摘している。 

 以上のことから，本研究では，小学生がエージェンシ

ーを獲得することを目標として，エンゲージメントの状

態を維持もしくは向上する授業実践の取組を通して，そ

の成果と課題について検討することを目的とした。 

 

Ⅱ．方法 

 

１．対象 

 公立小学校 第 6 学年（全８７名）３クラス 

 

２．研究方法 

本研究では，社会科の授業を通して，単元及び各回の

授業の目標に近づく教科指導に加えて，児童が授業でフ

ロー体験をすることにより，エンゲージメントの状態を

維持もしくは向上を図る。そのため，構想した授業の前

後にエンゲージメントの状態を測定し，指導過程の妥当

性及び成果と課題について検討する。 

 

１）エンゲージメントの測定 

本実践では，児童のエンゲージメントの状態を斉藤・
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図２ 「自分自身に満足している」（２）年齢階級別 

出典:内閣府「平成 26 年度版子ども・若者白書」 
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池田（2023）の小中学生用スクールエンゲージメント尺

度（表１）を用いて測定した。本尺度は，３つの因子（感

情的エンゲージメント，行動的エンゲージメント，認知

的エンゲージメント）を測定し，その因子の得点を合計

した得点としてスクールエンゲージメントの状態を測定

する標準化された尺度である。 

 

２）フロー状態の測定 

授業の中でフロー状態を体験したかを調査するため，

フロー状態を表す没入・熱中・夢中状態を①授業は楽し

く取り組めた，②授業中は時間を忘れるほど夢中になる

ことがあった，の２つの質問で授業の終わりに回答した

（表２）。 

 

Ⅲ．学習支援の工夫 

 

１．フロー体験を促す工夫 

１）個別最適な学び 

フロー体験を創出するには，児童個々ができることと

授業の課題が適度に合っている必要がある，難しすぎて

できない，簡単すぎて飽きてしまうなどの状態を作らず

に，自分自身が関心を持って進めていける教材や学習方

法が準備されなければならない。そこで，個別最適な学

びを目指して授業を構成した。また，個別最適化の学習

の工夫は，山田ら（2017）が示した基本的心理欲求であ

る有能感，自律性の充足を念頭に置いた。 

有能感の充足に関わり，学習への意欲づけとして，授

有能感の充足に関わり，学習への意欲づけとして，授業

の導入時に関心を高めるための工夫を行なった。特に，

内容によって興味を持つ児童が違うので，予想される関

心の高さに合わせた導入方法の工夫を全授業において実

施した。自律性の充足に関わり，学習活動で取り組む課

題に対して適切な難易度が設定されていることに留意し，

全員が今持っている力で学習を開始することが可能な課

題の設定を心がけた。ヒントカードを用意して個別支援

に対応できるようにした。一方で，課題が容易で学習活

動が途中で飽きてしまうことにも留意した。 

 

２）協働的な学びの機会の創出 

山田ら（2017）が示した基本的心理欲求のうち，関係

性の充足の工夫として，協働的な学びの機会を毎回の授

業で設定した。協働作業の形態は，ペア，グループ，一

斉学習でのシェアリングなど，多様なスタイルを適宜取

り入れるよう心がけた。 

 

２．単元計画と授業計画 

１）社会の単元計画 

 表３に社会科の単元計画を示す。  
 
２）社会の指導計画 

 1 時間単位の指導計画の一つを例として示す（表４）。 

 

Ⅳ．成果と課題の検討 

 

１．フロー体験  

 本授業の取組の様子について，フロー体験の状態を児

童の振り返りの採点から調査し，分析した。調査手続と

して，表３に示した質問項目２点について，「あてはま

る」５点，「ややあてはまる」４点，「どちらともいえ

ない」３点，「ややあてはまらない」２点，「あてはま

らない」１点として，授業単元６回の授業時の終わりに

毎回タブレットにより個々に回答を求めた。 

１）結果 

 実施した６回の授業でフロー体験が生じた授業になっ

たかを検証した結果，質問１の６回の授業のそれぞれの

平均が 4.42〜4.59，標準偏差は.78 〜 1.33 であった。

質問２の６回の授業のそれぞれの平均は 4.30〜4.68，標

準偏差は.76 〜 1.32 であった。６回の授業の質問１の

平均は 4.61，標準偏差は. 1.02 であった。質問２では，

平均は 4.52，標準偏差は. 1.03 であった（表５）。 

 

２）考察 

 実施した６回のどの授業においても，平均４を超える

結果であり，フロー体験が生じた結果が示された。質問

1 社会（体育）の授業は楽しく取り組めた

2 社会（体育）の授業は時間を忘れるほどに夢中になって取り組めた

項　　目

表２ フロー体験測定項目 

 

表１ スクールーエンゲージメント測定項目 
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1 の授業が楽しかったというフロー体験を生じるための

必須の要素は満たされていたと考えることができる。一 

方で，標準偏差は.78 〜 1.33 と少しではあるがバラツ

キが生じている。特に，後半は 1 を超えているため，同

単元を進めるにあたり，難易度が増したり，内容が退屈

になったりするなど，フロー体験を生じるためのマイナ

ス要因について留意する必要があると考える。 

質問２の結果からは，どの授業においても，平均４を

超える結果であり，フロー体験が生じた結果が示された。

質問 1 と同様の夢中になるというフロー体験を生じるた

めの必須の要素は満たされていたと考えることができる。

標準偏差の値は.76 〜 1.32 であり，質問 1 と同様に単

元を進めるにあたりフロー体験を生じるためのマイナス

要因について留意する必要があると考える。 

 

 

表３ 社会の単元計画 
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２．エンゲージメント 

 エンゲージメントの状態を測定するために，児童に単

元授業の開始前と終了直後に表３で示した小中学生用ス

クールエンゲージメント尺度を用いた調査を実施した。

対象は 108 名，そのうち，欠席等で２回の調査に参加で

きなかった児童を除く 105 名を分析対象とした。調査手

続として，表３に示した質問項目２点について，「あて

はまる」５点，「ややあてはまる」４点，「どちらとも

いえない」３点，「ややあてはまらない」２点，「あて

はまらない」１点として，タブレットにより個々に回答

を求めた。 

 

１）結果 

スクールエンゲージメント尺度調査を実践授業の前

後で行い，対応のある t 検定により分析を行った。結果

を表６に示す。 

スクールエンゲージメントを構成する３つの因子及

びスクールエンゲージメントに事後の得点が有意に高い

結果となった。 

 

２）考察 

 感情エンゲージメント，行動エンゲージメント，認知

エンゲージメントの３要素とも事後得点が有意に高くな

表４ 社会 授業計画例 

授業回 1 2 3 4 5 6 平均

質問1

平　　　均 4.78 4.73 4.59 4.42 4.57 4.57 4.61

標準偏差 .74 .88 1.00 1.33 1.10 1.10 1.02

人　　　数 106 105 104 100 103 103

質問2

平　　　均 4.75 4.68 4.51 4.30 4.43 4.42 4.52

標準偏差 .76 .89 1.01 1.32 1.10 1.09 1.03

人　　　数 106 105 104 100 103 103

表５ フロー体験測定結果 

個々の興味，関⼼を⾼める教⽰ 
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っていることから，児童が授業でフロー体験をすること

により，エンゲージメントが高まる可能性が見出された。 

 

３．成果と課題 

本実践は，小学生がエージェンシーの獲得を目標とし

て，エンゲージメントの状態を維持もしくは向上する授

業実践の取り組みの成果と課題を検討することである。 

今回，エンゲージメントの状態を維持向上させるため

の授業構想として，フロー体験を授業で経験させること

に主眼を置いた。フローが生じることにより，エンゲー

ジメントの要素を満たすことが推察され，改めて言及す

るまでもないが，教師は児童一人一人全員が夢中になっ

て楽しく取り組める授業づくりを目指さなければならな

いことが明確になったと考える。本実践では，フロー体

験を生じさせるために基本的心理欲求を充足する学習活

動を構想した。このことは，近年の学校教育でも示され

ている個別最適化された授業として役立つ内容であった。 
授業が興味深く楽しい時間となることで，自信につな

がり，それが自己肯定感の向上と結びつき，様々な場面  
に主体的かつ積極的に関わる行動に結びつくことが期待

される。さらに，協働的な学びの機会を設定することを

取り入れることで，仲間意識の向上に繋がるとともに学

習空間がより安全・安心な場となり，積極的に学習に取

り組める効果が得られたと考えられる。  
 一方で，本研究の課題として，単元が進むにつれてフ

ロー体験の度合いにばらつきが生じており，授業の難易

度や興味の持続，達成感の獲得など，個人差に応じた対

応についての改善が必要である。  
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表６ スクールエンゲージメント調査結果 

M SD M SD

感情エンゲージメント 18.53 8.53 21.96 4.81 105 -3.48 ***

行動エンゲージメント 17.81 8.2 20.68 4.61 105 -3.14 ***

認知エンゲージメント 13.34 6.3 15.35 3.66 105 -2.82 ***

スクールエンゲージメント 49.68 22.63 57.99 12.57 105 -3.25 ***

自由度 t値n=106 n=106

事前 事後

151第１号


